
入梅の記念日                         2025．6.17． 

 

6 月 11 日は二十四節気とは別に、季節の移り変わりを示す特別

な暦日で、入梅です。日本人ではこの日を待ち望む人は少ないで

しょう。外出には傘はもちろん、足元にも用心しておかなければ

なりませんから。この日は私たち夫婦の結婚記念日で、私たちに

は特別の記念日です。さらに、私たちは 2 年後にはダイヤモンド

婚式を迎えようとするベテラン夫婦なのです。58 年の苦闘の歴史

を刻んできました。よくぞ、今日、二人揃って長寿に恵まれ、元気

でいられたものだと感慨に耽ります。 

けれども、21 年前の 6 月 11 日には危篤の母の枕辺にあって、翌

朝には母を天に見送りました。また、5 年前のこの日・6 月 11 日に

末妹が亡くなりました。ですから、長い事、この日に結婚記念日を

祝う気持ちにはなりませんでした。命日を覚えて、故人を偲ぶ気持

ちが強くなります。入梅が命日には似合っているようです。 

そういうわけで、6 月 11 日に私たちは墓地にお花を持って出か

けました。出かける時は小雨でした。そのせいか、墓地についた時

には誰もいませんでした。けれども、雨が上がっていました。  

結婚式の日も入梅なのに、晴天でした。私たちは晴れ男・晴れ女を自称していますが、そのとお 

りになりました。この墓地には私の両親、祖母、弟、甥の 5 名が納骨されています。妹は別の霊 

園ですが、天国では皆が揃っていることと信じて、6 人を偲んで、彼らの愛唱歌、一人ひとりの 

記念の讃美歌を歌いました。 

妹を偲び、 🎶さあ、共に生きよう。主はこの時代の 苦しみと悩みを 担ってくださる。 

母を偲び、 ♬ 我が行く道 何時 如何に なるべきかは 露知らねど 主は御心なし給わん。 

             備えたもう 主の道を 踏みて行かん 一筋に。 

父を偲び、 ♬日暮れて四方は暗く 我が魂はいと寂し 寄る辺なき身の頼る 主よ共に宿りませ。 

甥を偲び、🎶小さな籠に花を入れ 寂しい人にあげたなら 部屋に香り 満ち溢れ 

暗い胸も晴れるでしょう。愛の業は小さくても 神の御手が働いて  

悩みの多い世の人を 明るく清くするでしょう。 

祖母を偲び、   主の苦しみは我が為なり 我は死ぬべき罪人なり 

かかる我が身に代わりましし 主の御心はいと畏し。 

弟を偲び、🎶再び主イエスの降ります日 召さるる幼子 御国にて 

        御空の星と輝きつつ 主の御冠の玉とならん。 

 幸い、墓地には誰もおらず、音痴も顧みずに、大きな声で、讃美歌を歌いました。この家族を 

与えられ、愛し、愛されたことを感謝し、私たちすべての生と死を主に委ねて祈りました。私た 

ちは慰めを得て、墓地を後にしました。 

この日これから、私たちの記念日を二人で久しぶりにお祝いすることにしました。 


